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⽇本語要約 
 

新古典派成⻑モデルにおいて、現実に観測される均⻫成⻑経路を説明するには、宇沢の定
理が要求する２つの仮定のいずれかが必要であることが知られている。⼀つ⽬は、技術⾰新
が純粋に労働拡張的であるという仮定である。しかし、⽶国のデータにおいて、資本増強的
な技術⾰新が均⻫成⻑経路で存在していることが確認されている。⼆つ⽬は、⽣産関数がコ
ブ・ダグラス型、つまり労働と資本の代替の弾⼒性が１に等しいという仮定である。しかし
多くの実証研究によって、労働と資本の代替の弾⼒性が１という仮説は否定されている。こ
れら⼆つの仮定は、いずれも現実に合致しないが、既存の新古典派成⻑モデルにおいては、
均⻫成⻑を説明するため、ほぼ例外なくいずれかの仮定を採⽤せざるを得なかった。それに
より、技術進歩の研究や、要素間の所得配分の研究は⼤きく制約されてきた。 

本研究は、宇沢の定理を拡張し、⾮現実的な仮定を置くことなく、均⻫成⻑を説明し得る
ことを⽰した。まず、⽣産要素を資本と労働の⼆つのみではなく、それ以外の⽣産要素も許
すという拡張を⾏った。⽣産要素を拡張した宇沢の定理を⽤いると、真の⽣産関数の時間的
変化が未知であっても、均⻫成⻑経路が存在するという前提の下で、⽣産要素と総⽣産の関
係の経時的変化、つまり技術進歩を表現する関数型を決めることができ、多くのマクロ経済
分析に有⽤であることが⽰された。しかし、この表現では資本拡張的な技術⾰新を含むこと
ができない。 

そこで、宇沢の定理をより⼀般化した。⼀般化された宇沢の定理は、再⽣可能資本と少な
くとも⼀つの他の⽣産要素との間の代替の弾⼒性が１であれば、資本拡張的な技術⾰新を
含むことができる。多くの⽣産要素を許す⼀般化された宇沢の定理では、各種の⼟地や⾃然
資源など多くの⽣産要素を含み得るので、その中から１つでも代替の弾⼒性の条件を満た
す要素があるというのは緩い条件であり、資本拡張的な技術⾰新を含む現実的な均⻫成⻑
経路を新古典派成⻑モデルの枠内で説明できる可能性が⾼まった。 

上記の定理を⽤いて、３つの⽣産要素と複数の技術の進歩を含む内⽣的成⻑モデルを構
築し、アメリカにおける資本拡張的技術進歩を含む均⻫成⻑のデータに合致した結果を得
た。この結果は、どのようなマクロ経済研究であっても、⼟地や⾃然資源など、資本・労働
以外の⽣産要素を考えることが重要であることを⽰唆している。 
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